平成２２年度（社）静岡県建築士会　第３回中部ブロック協議会議事録

開催日：平成２２年６月２１日（月）

時　間：１４：００～１７：００

場　所：建設業会館　４階会議室

議　　　　長：ブロック長　畑　禎之

議事録作成人：小野　信一

出　 席 　者：

■ブロック長、副ブロック長

畑　禎之（榛原）、岡山　晋也（静岡）、水野　康男（志太）、松下　好宏（榛原）

鈴木　悦夫（清水）

■協議員

水上　茂樹（清水）、小野　信一（静岡）、佐野　芳正（志太）、石間　均（榛原）、

望月　廣道（清水）、池ヶ谷　紀之（清水）、遠藤　文久（静岡）、酒井　勝（志太）
■本会会長、本会副会長、理事、監事

朝比奈　清久（静岡）、小林　修（志太）、長谷川　秀男（榛原）
＜議　事＞

1． ブロック長挨拶

2． 資料の確認

3． 議事録作成人の指名

4． 協議事項

1） 第２回中部協議会議事録の確認
2） 第３回総務会議事録について

◆東・中・西、各ブロック所属の支部長を１名ずつ財務検討会議の委員として入れたいと佐藤副会長からの意見あり。
　　　↓
　中部ブロックは石間支部長（榛原）でお願いしたい
（石間支部長は熟慮の上、早い段階で返答することになった）
◆公益認定申請のスケジュールを立てる準備の記述について意見あり。
・スケジュールを立てる前に、公益社団法人化の移行について一般社団法人とのメリット、デメリットを示した上で、総会でのあのような形ではなく、決議を会員に求める機会を設けるべきではないか。
・公益社団法人になれば、会計事務の透明性、税の優遇性などのメリットがある。また、建築士会の理念との整合性がある。
・公益社団法人を目指すのは良いが、会員の意見集約もなく全てを決め、事後承認の形を取る方法は避けてもらいたいし、後日、問題になる。

・地区の活動の自由度が減るなら、無理に公益社団法人を目指すのではなく、一般社団法人でも良いのではないか。
3） ブロック委員会活動について
　　◆青年企画委員会　　　

「浜岡原子力発電所の耐震対策」見学会

　平成２２年８月２８日（土）金谷駅11:00集合～21:00金谷駅解散

参加費無料（懇親会参加者は4,000円）
◆会員厚生委員会　
・全国大会について、場合によっては福岡行きチケットが取れず、熊本行きになることもあると報告あり。
・計画３案が示されたが、計画について他の要望があれば６月中に中部ブロック事務局に出すこと。

・応募人員が集まらないので、募集期間を６月中まで延期し、それでも足りない場合は各支部に強制割当をする。
4） 各支部理事会議事録について

◆特段の補足説明はなし。（清水、静岡、榛原）
◆志太支部の本会離脱について

　　本会離脱を視野に入れるまでの志太支部の協議の経過説明を佐野支部長より説明後、意見交換。

　・協議会の中で、最初からのサテライト事務局設置等の志太支部の提案が受け入れられなかったため、志太支部会員のための新たな受け皿を作る方向になった。
・ブロック化、公益法人化については過去に決議された事案でも柔軟な発想で変えても良いのではないか。
　　　　・個人的な考えは別としても、協議会員で出てきて議論を積み上げてきた立場で前向きな発言をすべきではないか。

　　　　・改革によるリスクはあると思うが、先を見越した改革は現状を見れば必要ではないか。

・改革に会員の痛みを伴うのはある程度、覚悟しなければならない。

　　・執行部のやり方がおかしいというばかりでなく、対案を出すべき。ましては短絡的な結論がまずありきではなおさらである。

　　・４月からの退会者の多さ、富士、志太の問題を考えると、今の改革を推し進める執行部にも責任があるのではないか。

　　・根本は、本会が維持できなくなってきたので今の状況になった。でも別団体を作り、退会する会員の意思は尊重するべき。
　　・執行部としては今、行っている改革の主旨がまだ十分に伝わっていない状況がわかったので、伝達方法も含めた対応が必要と感じた。
　　・ブロックの運営、組織体系に深く関ることなので、志太支部の方向性は早く示してほしい。

5） 平成２２・２３年度中部ブロック（地区）運営経費試算について

◆平成２２年度
会議費：1,725,000円　事業費：1,500,000円

◆平成２３年度

　　　　　会議費：4,356,464円（内1,638,000円が地区）

　事業費：2,500,000円（内400,000円が地区）

平成２３年度の予算を１０月に確定するため、９月末までに各地区で委員数、事業内容をそれぞれの地区で詰めることとする。
※次回中部ブロック協議会は７月２３日(金)14:00～　本会４階会議室

